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研究要旨 

 

多発性硬化症の医療水準と患者QOLの向上には、個別化医療の実践が求められる。この目的において髄

鞘イメージングを用いた個別化医療の可否を検討した。結果、一部の多発性硬化症患者においては髄鞘

再生が確認され、投与薬剤により細分類化したところ、一部の薬剤について、髄鞘再生に寄与し得る臨

床要因を特定し得た。 

 

 

A. 研究目的 

多発性硬化症の髄鞘イメージングデータを集積

し、個別化医療の実践に有用かを解析する。 
 

B. 研究方法 

髄鞘イメージングデータについては慶應義塾大

学病院に通院中の多発性硬化症患者を対象に当

該データを集積する。 

 

（倫理面への配慮） 

慶應義塾大学医学部の倫理審査を受審した上で、

該当者の文書による同意を得て、法律その他関

連法規を遵守した上で実施した。 

 

C. 研究結果 

多発性硬化症患者の一部において髄鞘再生が確

認された。投与中の薬剤により細分類化し、一

部の薬剤については髄鞘再生に関連する臨床因

子を特定し得た。 

 

D. 考察 

多発性硬化症患者において、髄鞘再生は自発的

にも生じ得るため、投与薬剤との因果関係を立

証するには前向き比較試験が必要である。また

髄鞘再生による長期的な神経保護効果について

はさらなる観察と解析が必要である。 

 

E. 結論 

髄鞘イメージングは多発性硬化症の個別化医療

に資する可能性がある。 

 

F. 研究発表 

1. 論文発表  

該当なし。 
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